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上海語声調音韻論における窄用式変調の地位

髙 橋 康 徳

要旨 上海語では、主語＋述語、動詞＋目的語などのフレーズ内の音節
の声調に「窄用式変調」と呼ばれる現象が起きる。従来の研究は窄用式
変調に関して 2つの解釈を提案している。すなわち、【1】音声的な現象
と考える解釈と【2】音韻的な水平声調化および中和と考える解釈であ
る。しかし、窄用式変調の客観的なデータは存在しないため、どちらが
妥当な解釈であるかを判断するのは困難であった。そこで、本研究は異
なる 3つの発話速度における陰平、陰去、陽去の窄用式変調を音響音声
学的に記述した上で、上海語声調音韻論における窄用式変調の地位を考
察した。記述の結果、発話速度が早くなるにつれピッチの変動範囲は縮
小し、それに伴って陰平と陰去のピッチが接近するが、この 2つの声調
のピッチ間の大半で発話速度の違いに関わることなく有意な差が存在す
ることが判明した。以上の結果は、窄用式変調が音声的な現象であると
いう解釈を支持する。
キーワード　上海語　窄用式変調　水平声調化　中和　発話速度

1. はじめに
（新派）上海語には「広用式変調」と「窄用式変調」と呼ばれる 2 つの
連読変調が存在する。「広用式変調」は音韻的な現象として広く分析が行
われているが、窄用式変調はその地位に関して異なる 2つの解釈が提案さ
れている。すなわち、【1】窄用式変調を音声的な現象と考える解釈（

1995）と、【2】音韻的な現象と考える解釈（Chen 2000、  2005）
である。本稿は今まで行われてこなかった上海語窄用式変調の音響音声学
的な記述を行い、その記述に基づいて窄用式変調の上海語声調音韻論にお
ける地位―音声的な現象なのか、それとも音韻的な現象なのか―を考察す
る。
本稿の構成は以下の通りである。第 2節では上海語の声調および 2つの

変調（広用式変調・窄用式変調）を概略する。第 3節では従来の研究が提
案した 2種類の窄用式変調の解釈を説明し、その問題点を指摘する。第 4
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節では本研究が行った窄用式変調の音響音声学的記述の手法を説明し、第
5節では記述の結果を示す。第 6節では音響音声学的な記述をもとに窄用
式変調の上海語声調音韻論における地位を考察する。第 7節では結論と残
された課題に関して述べる。

2. 上海語の声調と 2 つの連読変調
まず、本稿の主題となる窄用式変調を扱う前に上海語の世代的変種、声
調および変調に関して簡単に述べておこう。上海語は中国上海市で用いら
れている漢語呉方言の 1つである。 ほか 1988: 7によると
上海語には老派（老年層が使用）・中派（中年層が使用）・新派（若年層が
使用）の 3つの世代的変種が存在する。本稿では考察対象を新派上海語に
限定し、以後「上海語」は「新派上海語」のみを指す。
上海語の単一音節からなる語では 5種類の声調が実現する。(1) では上
海語の 5 種類の声調の調値を示す。なお、(1) の陰入と陽入は音節末尾が
声門閉鎖音の際に現れる声調である。

(1) 上海語の声調目録（ ほか 1988: 8）
声調： 陰平     陰去     陽去     陰入      陽入
調値： [53]      [34]      [23]      [55]       [12]
例：  tɔ「刀」  tɔ「島」  dɔ「桃」   toʔ「篤」  doʔ「読」

上海語の単独音節の声調の記述は、Sherard 1972、Zee and Maddieson 
1979、 ほか 1988、  1992、2003、Rose 1993、
2005などがある。
上海語には「広用式変調（Broad Tone Sandhi）」と「窄用式変調（Narrow 

Tone Sandhi）」と呼ばれる 2種類の連読変調が存在する（
 1981: 146、 ほか 1988: 24）。広用式変調は 2音

節以上の語を単位として起きる現象で、語の第 1音節の声調が語全体のピ
ッチを決定する。広用式変調の例を (2)で示す。
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(2) 広用式変調の例（ ほか 1988: 49, 207）
a. b. 
 tshɔ 34  vε 23        dε 23  tshɔ 34  vε 34
（33    44） （22   55     21）
「チャーハン」 「卵チャーハン」

(2a)では第 1音節の「 」の声調（陰去）が 2音節語全体のピッチ
[33.44]を決定する。一方、(2b)では第 1 音節は「 」であり、この音節
の声調（陽去）が 3 音節語全体のピッチ [22.55.21] を決定する。広用式変
調は 1970 年代から体系的に記述されており、自律分節素音韻論を用いた
多くの分析が提案されている（Sherard 1972、Zee and Maddieson 1979、Yip 
1980、 1981、 ほか 1988、
1985、 1988、Selkirk and Shen 1990、Duanmu 1993, 1995, 1999, 2010、

 1995、Chen 2000）。
広用式変調に加えて、上海語には「窄用式変調」と呼ばれる連読変調

も記述されている（  1981: 146、
ほか 1988）1)。 ほか 1988: 42によると、窄用式変調は主に
【1】動詞＋目的語、【2】主語＋述語、【3】動詞＋補語、【4】述語的修飾
構造 のフレーズで起きる。また、Chen 2000: 306-319は、
韻律音韻論の観点から声調が保持される音節にはストレスが指定されると
考え、ストレスが付与される最小単位であるフットを用いて窄用式変調が
起きる範囲を考察した。具体的には、まず広用式変調が複数音節からなる
強弱拍（trochee）のフットを単位として起こると考えた上で、窄用式変調
は【1】単独でフットを形成し、かつ【2】文末以外に位置する音節で起き
ると主張した2)。 ほか 1988 や Chen 2000に従うと、窄用式
変調は (3) のような音節で起こる。

(3) 窄用式変調が起こる音節（ ほか 1988: 42）
a. b.
「球を打つ」 「雨が強い」
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(3a)は「動詞＋目的語」の例で動詞「 」で窄用式変調が起こる。(3b) 
は「主語＋述語」の例で主語「 」で窄用式変調が起こる。Chen 2000の
分析に従うとフット構造はそれぞれ「（ ）（ ）」、「（ ）（ ）」となり、
文中において単独でフットを形成する音節（ と ）で窄用式変調が起き
ることが分かる。窄用式変調では上海語の 5 つの声調が (4)で示すような
調値に変化すると報告されている。

(4) 窄用式変調の調値（  1981: 146）
声調： 陰平 陰去 陽去 陰入 陽入
単独音節：  [53]   [34]   [23]   [55]   [12]
窄用式変調： [44]   [44]   [33]   [44]   [22]

(4) の記述では、音節内でピッチが変動する曲線声調の陰平、陰去、陽
去がピッチが変動しない水平声調に変化し、さらに陰平と陰去が同じ [44] 
という調値を取っている3)。

3. 先行研究による窄用式変調の解釈とその問題点
従来の研究は窄用式変調の解釈を 2 種類提案している。すなわち、窄用
式変調を【1】音声的な現象として扱う解釈と【2】音韻的な現象として扱
う解釈である。まず、窄用式変調を音声的な現象として扱う解釈は
1995 が提案している。  1995: 188 は、上海語の 2 つの連読変調は異
なるレベルで起きる現象であると考え、広用式変調を 、窄用
式変調を と呼んだ。そして、窄用式変調は発話をスムーズ
にするために起きる音節末のピッチの変化であると主張した。さらに、窄
用式変調は発話速度の影響を受ける現象であり、「遅い発話速度」では単
独音節時の声調に近づくが、「速い発話速度」では「単独音節とは異なる
形式」になることを指摘した。以上を踏まえると、 は窄用式変調を
音声的な現象として解釈していると言うことが可能である。この解釈に従
うと、窄用式変調は発話速度に応じた連続的なピッチの変化であり、(4) 
では同じ調値で記述されている陰平と陰去が音韻的には中和していないこ
とが予想される。
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一方、窄用式変調を音韻的な現象として扱う解釈は、窄用式変調を音
韻的な水平声調化（Chen 2000、  2005）および陰平と陰去の中和
（Chen 2000）であると考えた。(4) の調値に基づいているこの解釈は窄用
式変調を曲線声調から水平声調へのカテゴリカルな変化として扱う。例え
ば、Chen 2000: 315は声調素性を用いて窄用式変調を (5) のように分析し
ている。

(5) Chen 2000による窄用式変調の分析（H = High、M = Mid、L = Low、
q =入声音節）4)

a. 陰平：HL→ H         b. 陰去：MH→ H
c. 陽去：LH → M         d. 陰入：MHq→ Hq
e. 陽入：LMq → Lq

(5) の分析は曲線声調から水平声調への変化を声調素性が関わる音韻的
な変化と捉えており、さらに陰平と陰去はともに声調素性が H に変化す
るため中和が起きると考える。この解釈に従うと、窄用式変調では発話速
度に関係なく水平声調化および陰平と陰去の中和が起きることが予想され
る。
以上示した窄用式変調の従来の研究には、主観的な観察にとどまってい
るという問題がある。  1995が指摘している発話速度との関連性を
客観的に記述したデータは管見の限りでは存在しておらず、速い発話速度
における「単独音節とは異なる形式」が具体的にはどのようなものなのか
を は説明していない。一方、窄用式変調を音韻的な現象と考える解
釈は主に (4) で示した調値に基づいているが、調査者の聴覚判断に基づい
た調値は調査者の持つ前提や慣習によって影響を受ける可能性がある上、
5段階の調値は 1つの方言が持つ声調よりもはるかに多くの声調の形式
を表現できるため、多くの記述で調値の選択が恣意的になることを Chen 
2000: 17が指摘している。また、Duanmu 2007: 227も調値は音声的な体系
と音韻的な体系が曖昧であるという問題点を指摘する。以上の問題のため、
従来の研究で提案された窄用式変調の 2 つの解釈のうち、どちらがより妥
当な解釈であるかを判断することは困難である。そこで、本稿では音響音
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声学的な手法で窄用式変調を記述し、そのデータにもとづいて窄用式変調
が音声的な現象なのか、それとも音韻的な現象なのかを考察する。

4. 音響音声学的記述の手法
4.1.　発話者
発話者は上海語母語話者 6 名（男性 2名・女性 4 名）である。年齢は 6 
名全て 20 代で、上海市区（ 2名、
）の出身である。

4.2.　枠文
本研究では発音のための枠文を用いて窄用式変調の記述を行った（枠文

は (6) を参照）。(6)の枠文は窄用式変調が最も頻繁に起こる「動詞＋目的
語」構造である（ ほか 1988: 42）。

(6) 枠文

｛  [tɕhiŋ tshε] ｝(X) （  [tɕiɤ tshε] [ləʔ]）
[i la]  [dʑiŋ tshε]
They green vegetables/ Chinese chive/ celery PARTICLE
「彼らは、野菜、ニラ、セロリを Xした」

枠文では、主語の「 」、および目的語と語気助詞の「 」
で広用式変調が起き、残った X部（動詞に相当）で窄用式変調が起きる。
第 2節で述べた Chen 2000 の枠組みに従うと、広用式変調が起きる「
」と「 」がそれぞれ 1つのフットを形成し、X 部が単

独音節のフットを形成する。前述したように、Chenは「文中で単独音節
のフットを形成する音節」で窄用式変調が起きると考えており、X部はこ
の条件を満たしている。
また、X部に後続する音節の特定の声調が X部の音節の F0（基本周
波数）に影響を与えないように、後続音節にはピッチが高（陰平： ）、
中（陰去： ）、低（陽去： ）の 3 つの声調を配置した。次に、窄
用式変調が起きる X部に入れる語を (7) に示す。
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(7) X部に入れる単語

｛陰平 [53] [nε]「持つ」、  [sɔ]「焼く」 ｝X = 陰去 [34] [kε]「選ぶ」、  [tshɔ]「炒める」
陽去 [23] [da]「洗う」、  [ma]「買う」

本研究の考察対象は、上海語の 5つの声調のうち陰平・陰去・陽去の 3 
つの声調に限定した。陰入と陽入を考察対象から除外したのは、この 2つ
の声調を持つ音節の持続時間が考察対象である 3 つの声調を持つ音節より
も短く、さらに音節末尾に声門閉鎖音を伴うため、単独音節でも F0 曲線
が安定せず窄用式変調が F0 に与える影響を評価することが難しいためで
ある。また、上海語の曲線声調および中和が起きている可能性のある声調
は全て考察対象に含まれているため、たとえ陰入と陽入を対象から外した
としても本研究が行う考察には影響はないと筆者は考える。X部に入れる
語は (6) の枠文に入れて意味が通じる動詞に限られるため、声調だけが異
なる最小対を見つけることが不可能であった。そのため、本研究では可能
な限り開口度の広い母音を持つ語を選択した。陰平の [nε] のみ白読で
あるが、 ほか 1988は文読と白読で声調を区別しておらず、
本稿でも文読と白読の間では声調の実現に違いがないと仮定する。
4.3.　分析手順

X部（6語）と後続の語（3 語）をランダムに配列した枠文（6 × 3 = 
18）を被験者に提示し、3つの速度（遅い・普通・速い：普通→遅い→速
いの順）で発話するよう指示した。発話は各速度で 5 回行った。また、比
較を行うため X部に入れた語の単独音節時の発話（各 5 回）を後日録音
した。録音に用いた機材はAKG社製マイク C444、マランツ社製録音機
PMD660 で、量子化ビット数 16 bit、サンプリング周波数 44.1 kHzで 録
音した。F0 の計測対象は X部の母音の声帯振動が安定している部分と定
め、計測対象部の持続時間の 10％ –100％時点の F0 を 10％ごとに計測し
た。計測には Praat script の ProsodyPro.praat version 3.0（Xu 2005-2010）を
利用した。計測した F0 は標準化を行うため、発話者ごとに T値へ変換し
た。T値は 1986 が提案した標準化の手法であり、漢語声調の音響音
声学的な記述で多く採用されている（  2009を参照）。T値の算出方法
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を (8) に示す。

(8) T 値（  1986：A = F0 の最大値、B = F0 の最小値、X =計測地点
の F0）

 T = {(log X − log B)/(log A − log B)} × 5 (0 ≤ T ≤ 5)

5. 結果
各声調のピッチ曲線を図 1（次ページ）に示す。図 1 では X 軸が計測対
象の母音の持続時間の相対的な時点（10–100％）を示し、Y 軸が T 値を示
している。また、図 1では全ての発話者の T値を平均している。
図 1から、全ての声調の単独音節時のピッチの変動は、窄用式変調が起
こるとされる環境でのピッチの変動よりも大きいことが見て取れる。また、
少なくとも陰平と陽去の 2つの声調は発話速度が速くなるにつれ、ピッチ
の変動の幅が小さくなる傾向があることも観察することができる。発話速
度がピッチの変動幅にどのような影響を与えるのかをより明確にするた
め、各声調の平均ピッチサイズを表 1に示す。ピッチサイズとは各声調の
T値の最大値から T値の最小値を引いた値である（Xu and Sun 2002）。
まず、全ての声調で単独音節時のピッチサイズが最も大きいことが表 1 
から見て取れる。また、陰平と陽去では発話速度が速くなるとピッチサイ
ズが小さくなる傾向があることが分かる。単独音節時のピッチサイズを除
いた 3つの発話速度を独立変数とした反復測定モデルの一次元配置分散分
析を陰平と陽去のピッチサイズでそれぞれ行った結果、ともに有意差が認
められた（陰平：F(2,537)FF  = 50.908, p < .001、陽去：F(2,537)FF  = 76.834, p < .001）。
この統計結果は、発話速度の違いがこの 2つの声調のピッチサイズに有意
な影響を与えていることを意味している。
一方、陰去は他の声調と比べるとピッチサイズが著しく小さいことが表

1から分かる。例えば、陰去の単独音節時のピッチサイズは 0.55 であるが、
この値は陰平の速い発話速度でのピッチサイズ（0.60）よりも小さい。ま
た、窄用式変調の環境では全ての発話速度でピッチサイズが極端に小さく
なりピッチはほとんど変動しなくなる5)。陰平と陽去で行った上述の一次
元配置分散分析を陰去のピッチサイズで行ったところ、有意差が認められ



107

図 1 各声調のピッチ曲線（C = 単独音節、S = 遅い、N =普通、F = 速い）

表 1　各声調の平均ピッチサイズ

陰平 陰去 陽去

単独音節 1.91 0.55 1.36

遅い 1.33 0.24 0.93

普通 0.92 0.23 0.84

速い 0.60 0.41 0.42
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なかった（F(2,537)FF = 1.272, p > .05）。この統計結果は、陰去では発話速度が
ピッチサイズに有意な影響を与えていないことを意味している。
筆者がここで注目したいのは、下降調の陰平と上昇調の陽去は全ての発
話速度でピッチの傾きを保持している点である。図 1を見ると全ての発話
速度で陰平はピッチが下降しており、陽去はピッチが上昇していることが
分かる。この結果は窄用式変調が音韻的な水平声調化であるという解釈を
支持しない（第 6節で詳述）。
次に、単独音節時を含めた各発話速度における 3つの声調のピッチ曲線
を図 2 に示す。図 1 と同様に、図 2 の X 軸は計測対象の母音の持続時間
の相対的な時点を表し、Y軸は T値を表す。
図 2を見ると、発話速度が速くなるにつれて陰平と陰去のピッチ曲線
が接近することが分かる。しかし、2 つの声調が最も接近する速い発話速
度でも陰平と陰去は完全には合流していない。表 2では持続時間の 10％
から 100％までの各時点における陰平と陰去の T値を発話速度ごとに t 検
定で比較した結果を示す（統計方法は  2005の方法を参考にしてい
る）。例えば、遅い発話速度の 10％時点の陰平と陰去の T値を比較した
結果は p < .001 であるので、表 2 の「遅い」と「10％」が交わるセルには
p < .001 を表す「***」というマークが入る。
表 2を見ると、陰平と陰去の T値の間の大半に有意差が認められるこ
とが分かる。これらの結果は、発話者が陰平と陰去を発話速度の如何にか
かわらず区別して発音していることを示唆するものであり、この 2つの声
調が中和しているという解釈の反証になると筆者は考える。

6. 考察
前節で示した音響音声学的な記述から、窄用式変調の上海語声調音韻論

における地位―音声的な現象なのか、それとも音韻的な現象なのか―を考
察する。結論として、本研究が行った記述は「窄用式変調が音声的な現象
である」と主張した  1995の解釈を支持することを示す。
前節の記述から、窄用式変調が起きる環境では【1】発話速度の違いが

一部の声調のピッチ曲線に影響を与えるが、【2】声調の傾き（上昇や下
降）は保持され、【3】全ての発話速度で陰平と陰去の間に有意な差が認め
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表 2 t 検定による陰平と陰去のt T 値の比較結果

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

遅い *** *** *** *** *** n.s. *** *** *** ***

普通 *** *** *** *** *** *** *** n.s. *** ***

速い *** *** *** *** *** *** *** *** ** n.s.

（***: p < .001, **: p < .01, *: p < .05, n.s.: p > .05）

図 2 単独音節時と各発話速度のピッチ曲線（1 =陰平、2 =陰去、3 = 陽去）
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られることが判明した。この結果は、窄用式変調が音韻的な水平調声調化
でも中和現象でもなく、音声的な現象であることを支持する。以下、詳述
する。

Chen 2000や  2005が主張したように窄用式変調が音韻的な水平
声調化であると解釈するのであれば、全ての声調が全ての発話速度で水平
声調に変化し、発話速度の違いがピッチサイズに大きな影響を与えること
はないと予測される。しかし、陰平と陽去では発話速度が速くなるに従っ
てピッチサイズが縮小していることが図 1や表 1 から容易に見て取れる。
このような発話速度に応じた連続的なピッチサイズの縮小は、「窄用式変
調が音韻的な水平声調化である」という解釈を支持しない6)。また、上昇
調である陰平と下降調である陽去のピッチの傾きが全ての発話速度で保持
されている点も、窄用式変調が水平声調化現象ではないことを示唆してい
ると筆者は考える7)。
次に、本研究の結果は「窄用式変調では陰平と陰去が中和する」という
解釈（Chen 2000）も支持しない。仮に陰平と陰去が音韻的に中和するの
であれば、全ての発話速度で陰平と陰去のピッチ曲線が一致することが期
待される。本研究の記述では、陰平と陰去は発話速度が速くなるに従いそ
のピッチ曲線が接近するものの、2つの声調の間の大半には有意な差が存
在することが判明した。これは発話者が 2つの声調を（意識的であれ無意
識的であれ）区別して発音していることを示唆しており、2 つの声調が中
和しているという解釈を支持しない結果である。また、本研究で見られた
ような発話速度による変異が、一般的に音韻的な中和とほとんど結びつか
ないことは Hayes and Steriade 2004: 14 が指摘している。
以上の考察を踏まえると、窄用式変調は Chen 2000 や 2005 が主

張するような音韻的な現象ではなく、  1995が主張するような発話
速度と関連する音声的な現象であると筆者は考える。  1995は、速
い発話速度では声調がどのように変化するのかを具体的には説明しなかっ
たが、本研究が行った音響音声学的な記述の結果から、「陰平と陽去では
発話速度が速くなるとピッチサイズが小さくなり、単独音節時のピッチサ
イズが小さい陰去では発話速度に関係なくピッチがほとんど変動しない」
ことが新たに判明した。
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7. むすび
本稿では、従来行われてこなかった音響音声学的な記述にもとづいて窄
用式変調の上海語声調音韻論における地位を考察し、音声的な現象と主張
する  1995の解釈がより妥当であることを示した。本研究の知見は、
音韻的な連読変調（上海語では広用式変調）と音声的な連読変調（上海語
では窄用式変調）が 1つの方言内において共存する可能性があることを示
唆している。漢語声調音韻論の構造をより正確に捉えるためには他の方言
でも「連読変調が起きるレベル」に注目して考察を進める必要があると筆
者は考える。また、そのような「連読変調が起きるレベル」を考察するた
めには、Duanmu 2007: 227 が指摘するように調値による表記だけでは不十
分であり、音響音声学的な記述が有効であることを本稿で示した。
最後に、残された課題に関して簡単に述べたい。筆者は、本研究で得ら

れた知見をさらに 2種類のアプローチから考察する必要があると考える。
1つ目は、自然発話から得られたデータを用いた考察である。本研究では
枠文を読ませる手法でデータを収集したが、読むタスクから得られたデー
タが実際の発話と全く同じ傾向を持つのかは明らかではない。今後、音声
コーパス等の自然発話から得られたデータを用いた研究が必要であると考
える。2 つ目は、聴覚音声学の観点からの検証である。本研究では上海語
話者が産出した音声実現に注目して考察を行ってきた。しかし、聴者がこ
れらの音声実現をどのように知覚・認識するのかは扱っておらず、話者の
産出の違いが聴者の知覚・認識と一致するのかは明らかではない8)。今後、
聴覚実験を行い、話者による産出の違いが聴者にはどのように認識される
のか検証する必要があると筆者は考える。
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〈注〉
1) 1997: 14 は、窄用式変調を と の 2種類の現象として捉
えている。 によると、 は発話初頭の単音節語および単音節の語に
後続する単音節語で起き、 は多音節語の語末音節および多音節語に後続
して緊密な関係を結んでいる単音節語で起きる。また、この 2つの はそれ
ぞれ異なる調値を取ると は指摘している。本研究では考察対象を
に限定し、以後「窄用式変調」は のみを指す。

2) Chen 2000: 316 は、このような音節には「従属ストレス」（subordinate stress）が付
与されるため窄用式変調が起きると説明している。

3) 単独音節時の陽入の調値は上昇しているが持続時間が非常に短いため、ピッチの変
化が声調の弁別に関与するのかは不明である。そこで、本稿では陽入を典型的な曲
線声調とは見なさない（持続時間が短い音節における音韻的な曲線声調の分布制限
に関しては Zhang 2002を参照）。

4) (5)では上海語の声調に 5つの音韻表示を与えているが、これはピッチの高低をよ
り明示的に表すために Chen が便宜的に利用した音韻表示である。別の解釈とし
て、上海語の声調を 2つの音韻表示（HL：陰平、LH：陰去、陽去、陰入、陽入）
にまとめることが可能であることは Chen 2000: 14-16 が述べている。

5) 陰去の速い発話速度のピッチサイズ（0.41）は遅い発話速度（0.24）や普通の発話
速度（0.23）の時よりも大きい。しかし、速い発話速度での T 値の最大値は 10％
時点にあるため、速い発話速度の陰去の上昇のサイズが遅い発話速度や普通の発話
速度の時よりも大きいとは言えない。

6) 窄用式変調とは対照的に、枠文内の広用式変調は全ての話者で発話速度にかかわら
ず必ず出現した。このことは広用式変調が音韻的な現象であることを明確に示して
いる。

7) この結果は「字の本調が、ある特定の発話速度で残る」という解釈も支持しない。
仮に特定の発話速度のみで本調が残るのであれば、それ以外の発話速度ではカテゴ
リカルに水平声調化することが予想される。しかし、全ての発話速度で陰平と陽去
のピッチの傾きが保持される本研究の結果は、本調の実現が特定の発話速度とのみ
結びつくのでないということを明確に示している。

8) 例えば、速い発話速度での各声調の母音部の持続時間は陰平 84.0 ミリ秒、陰去
77.4ミリ秒、陽去 99.0ミリ秒であり、これらは Greenberg and Zee 1979: 157 が指摘
しているピッチ変動の認識に最低限必要な持続時間（45–60 ミリ秒）を越えてはい
るものの、声調の「曲線性」を安定して認識するのに必要な持続時間（130 ミリ
秒）には達していない。そのため、話者が産出したピッチの傾きを聴者が認識でき
ない場合もあるのではないかと筆者は考える。
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The Status of Narrow Tone Sandhi
in Shanghai Tonology

Abstract This study examines phonetic vs. phonological interpretations on the
status of “Narrow Tone Sandhi” in Shanghai Chinese by analyzing acoustic pho-
netic data. The results show that 1) the faster the speech rate was, the smaller the
size of pitch movements became, 2) contour shapes were preserved regardless
of speech rates, and 3) although the tonal shapes of Yinping and Yinqu became
relatively similar because of the pitch size reduction, most of the differences
between the two pitch values were signifi cant in all speech rates. These fi ndings
indicate that Narrow Tone Sandhi applies at the level of phonetics rather than
phonology.
Key words Shanghai Chinese Narrow Tone Sandhi tonal leveling tonal

neutralization speech rate


